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農

業

の

機

械

化
八

木

芳

之

助

世
界
的
農
業
恐
慌
の
原
因
が
果
し
て
何
漫
に
容
す
る
や
に
就

て
は
、
既
に
多
く
の
所
見
が
登
表
さ
れ
て
ゐ
る
所
な
る
が
、
此

の
恐
慌
が
農
業
機
械
化
に
よ
る
生
産
力
の
偉
大
な
る
増
進
に
よ

第
三
十
二
巻

一O
二
六

第
六
披

一一一一

っ
て
惹
起
さ
れ
た
る
、
食
糧
口
問
就
中
穀
類
の
相
針
的
過
剰
生
産

に
基
く
?
も
の
な
る
ニ
と
は
、
何
人
も
之
守
否
認
し
得
な
い
で
あ

ら
う
。
淘
に
機
械
力
を
以
て
人
間
カ
に
代
用
す
る
こ
と
は
、
回
忌

近
農
業
界
に
於
て
は
未
唐
有
の
範
圏
内
に
行
は
れ
っ
、
み
の
る
。

「
今
や
機
械
化
に
よ
る
農
業
の
全
面
的
な
る
革
命
が
、
掘
削
く
世
人

の
注
意
ぞ
喚
起
し
っ
、
あ
る
が
、
献
に
之
に
よ
っ
て
粛
さ
る
冶

祉
曾
的
、
経
済
的
影
響
は
、
そ
の
性
質
上
級
め
て
豆
大
な
る
も

の
で
あ
ら
。
滞
気
力
川
一
川
世
紀
以
陥
い
於
て
工
誕
生
産
い
い
封
じ

オ
イ
ル

て
輿
へ
た
る
愛
化
は
、

A
1
や
石
油
が
農
業
生
産
に
針
し
て
喚
起

し
っ
、
あ
る
。
農
業
界
に
於
け
る
産
業
革
命
は
、
工
業
界
に
比

し
て
一
世
紀
遅
れ
た
る
が
、
併
し
今
や
遂
に
共
の
時
期
が
到
来

す
る
に
至
っ
た
』
こ
と
は
、
多
く
の
識
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

つ
u
あ
る
所
で
あ
る
。

一
見
す
れ
ば
斯
る
見
解
は
、
既
に
多
〈
の
機
械
が
久
し
き
以

前
か
ら
農
業
に
用
ゐ
ら
れ
つ
冶
あ
り
し
事
賓
よ
り
考
ふ
れ
ば
、

或
は
多
少
誇
張
の
言
と
し
て
響
く
で
あ
ら
う
が
、
併
し
農
業
生

産
の
特
種
部
門
に
於
け
る
最
近
の
迅
速
な
る
機
械
化
の
驚
く
べ

き
禁
展
か
ら
考
ふ
れ
ば
、

必
す
し
も
奇
と
す
べ
き
も
の
で
は
な

拙稿，農業恐慌(経済論議32巻4披)参照
A. E. Oltewell， The growing pain邑υfCanadi.aDagricultnre (Industrid Canada， 
30・Jan.1930， pp， 153-.155) 

2) 



ぃ
。
勿
論
斯
る
機
械
化
は
世
界
農
業
の
全
般
に
百
一

τ
一
様
に
起

り
つ

J
の
る
も
の
で
は
な
く
、
一
園
内
に
於
て
も
地
方
に
よ
り
、

叉
農
業
生
産
部
門
の
種
類
と
経
皆
規
模
と
に
従
て
、
共
の
程
度

ぞ
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
機
械
化
が
十
七
要
生
産
闘

に
於
て
、
然
か
る
比
較
的
大
規
模
に
起
り
つ
旨
あ
る
現
象
で
あ

り
、
ま
た
共
の
及
一
悼
す
影
響
は
世
界
的
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る

機
械
化
の
推
移
に
闘
し
て
は
決
し
て
之
を
者
過
す
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

以
下
少
し
く
農
業
機
械
化
が
世
界
各
閥
会
通
じ
て

如
何
な
ゐ
松
山
A

に
什
は
れ
刀
、
わ
ゐ
か
や
慌
に
じ
、
バ
の
機
械

化
は
農
業
経
品
片
方
式
並
に
農
業
持
働
力
に
劃
し
て
、
如
何
な
る

影
響
を
及
隠
し
つ
よ
の
る
か
や
概
翻
し
ゃ
う
と
忠
ふ
。

か
く
農
業
か
機
械
化
す
べ
く
促
古
る
、
に
至
っ
た
動
因
に
就

て
は
、
可
成
り
複
雑
で
あ
る
が
、
持
働
力
の
不
断
の
不
足
、
従

て
持
賃
の
相
野
的
高
債
と
い
ふ
事
賓
が
、
其
の
主
要
の
も
の
な

る
こ
と
は
疑
ふ
飴
地
が
な
い
。
持
働
力
が
斯
く
不
足
ぞ
告
け
つ

、
あ
る
閲
b

に
於
て
も
、
夏
に
機
械
化
に
遇
す
る
他
の
諸
僚
件
、

例
へ
ば
庚
大
に
し
て
比
較
的
平
坦
な
る
平
原
め
穿
投
、
自
国
に

農
業
白
機
械
化

於
て
農
業
機
械
金
安
領
仁
製
迭
し
得
る
や
う
工
業
生
産
力
が
充

分
に
護
達
し
居
る
か
、
然
ら
す
ん
ば
農
業
機
械
ぞ
縁
日
却
に
験
入

し
得
る
立
揚
に
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
従
て
か

J
O諸
僚

件
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
農
業
機
械
化
の
典
型
固
と
し
て
は
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
ぞ
皐
ぐ
.
へ
く
、
ア
ル
E

ン
チ
ン
、
濠
洲
は
之
に

亜
ぐ
も
の
で
あ
る
。

農
業
機
械
が
如
何
に
生
産
力
の
晴
大
に
貢
献
す
る
か
を
示
す

t
い
民
巾
乃
も
乃
，
L

「
ご
し
、

3

ン

ず

p

/

4
5
t
f
〈

l

i

'

一

ノ

J

-

(
走
行
中
に
穀
物
を
刈

取
り
股
穀
調
製
す
る
機
械
)
を
奉
け
得
る
。
此
の
機
械
の
採
用

に
依
て
牧
穫
時
に
於
け
る
弊
働
力
の
不
足
冶
全
く
克
服
す
る
ぞ

得
た
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
『
牧
穫
期
に
多
く
の
入
手
冶
要
す

る
の
で
、
勢
ひ
大
群
の
渡
・
り
勢
働
者
の
傭
入
を
必
要
と
し
、
而

し
て
斯
る
事
情
は
屡
々
農
村
に
容
易
な
ら
ね
事
件
を
惹
起
し

た
。
即
ち
小
萎
栽
培
地
方
に
於
て
収
穫
期
に
渡
り
界
働
者
が
年

々
去
来
す
る
こ
と
は
、
帥
狩
働
争
議
、
乞
食
、
強
奪
、
喧
嘩
、
流

血
の
惨
事
等
の
原
因
と
な
っ
た
。
ま
た
殆
ん
ど
毎
年
収
穫
期
に

は
持
働
力
の
供
給
に
就

τ、
過
剰
若
し
く
ば
不
足
の
何
れ
か
ぜ

起
る
の
で
、
牧
穫
期
は
農
民
に
と
っ
て
厄
日
で
あ
り
、
そ
の
家

一一一一一一

第
三
+
二
巻

一O
ニ
七

第
六
就



農
業
の
機
械
化

婦
に
と
っ
て
は
頭
痛
の
穏
で
あ
っ
た
』
。
か
、
る
祉
舎
的
弊
害
が

コ
ン
バ
イ
ン
の
採
用
に
よ
っ
て
一
掃
さ
る
、
仁
至
つ
大
。

パ
イ
ン
が
饗
明
さ
れ
た
の
は
、
殆
ん
ど
一
世
紀
以
前
で
あ
り
、

既
に
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
一
八
二
八
年
に
特
許
や
得
て
居
り
、

一
八
九
0
年
代
に
初
め
て
賞
用
に
供
せ
ら
れ
た
る
が
、
首
時
は

乾
燥
地
帯
に
於
て
試
験
的
に
使
用
さ
れ
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ

化
。
そ
れ
は
多
少
で
も
牧
穫
期
に
降
雨
の
あ
る
地
方
に
於
て
は
、

穀
物
の
乾
燥
が
不
充
分
で
あ
る
か
ら
、

コ
ン
パ

4
ン
で
刈
取
る

際
戸
い
は
百
-
-
額
の
穀
粒
が
失
は
れ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
大
た
め
で

あ
っ
た
が
、
最
近
に
至
っ
て
之
は
全
く
杷
憂
た
る
こ
と
が
詮
明

さ
れ
、
加
ふ
る
に
一
九
二

O
年
来
の
農
業
不
況
に
封
抗
す
る
た

め
機
械
化
に
よ
っ
て
生
産
費
の
低
下
を
園
ら
う
と
す
る
農
民
の

努
力
は
、
此
の
機
械
の
普
及
を
著
し
く
増
加
せ
し
め
た
。
今
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
コ
ン
パ

4
ン
製
造
数
、

カ
ナ
ダ
西
部

投

ιア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
於
け
る
問
機
の
使
用
数
、
濠
洲
に
於
け

る
同
機
の
輸
入
金
額
を
示
せ
ば
左
の
如
く
逐
年
著
し
き
晴
加
の

傾
向
冶
示
し
て
ゐ
る
。

敵
洲
に
於

τは
コ
ン
バ
イ
ン
の
利
用
は
、
街
は
試
験
時
代
で

ヨ
、
J 

第
三
十
二
巻

洲

一疎

濠竺到土i~_~!:I jj~ !J' 1; JC -l! ~ 

昔!一室
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2iO襲

;;，02:7 

1914 

1~21 

1922 

一O
二
八

24，583 

53，657 

90，495 18 i:)，1!:n 1925 

第
六
競

131，229 199 11 ，'760 1926 

98，019 791 U:，:307 1927 

一
二
四

135，1n5 

0 
4 

5 

11，753 21，755 

4，341 

7，255 

4，0]2 

。，828

2υ，3g2 

3Ei，9d7 

1923 

1U24 

1n28 

1929 

?
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

あ
っ
て
、
英
、
濁
、
悌
、
旬
諸
園
に
於
て
少
数
が
使
用
さ
れ
つ

か
く
て
著
し
く
増
加
し
つ

7
あ
る
コ
ン
パ

4
ン
の
利
用
は
、

持
働
日
従
て
持
働
費
用
を
著
し
く
低
下
せ
し
め
る
。
今
試
に
ア

ル
ゼ
シ
チ
ン
に
於
て
、
努
賃
率
を
異
に
す
る
四
地
方
に
於
け
る

各
種
牧
穫
機
に
よ
る
、

一
三
五
へ
ク
タ

l
ル
の
農
揚
の
小
委
牧

穫
費
ぞ
示
せ
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

か
く
て
コ
ン
バ
イ
ン
の
使
用
は
在
来
の
バ
イ
ン
ダ
ー

(
刈
取

結
束
機
に
し
て
脱
穀
は
之
を
別
に
行
ふ
を
要
す
る
も
の
)

上1:;

Chamber of Commerce tn the United States， Agricultuml Service Deparhnent:. 
The mechanisation of ~gric1l 1ture p. 17・
以下回統計数字虫色に資料は主とし亡 L.E.. M<J，t thaei， lYIore mechan旧 ationin. 
FarmiIlg (IIlternatioIlal Labour Review. March 1931)による。
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学
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出
来
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1，233 
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2，4.31 
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144 
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農
業
の
機
械
化
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941 
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126 

2，025 
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8 

る

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ド
イ
ツ
と
に
於
て
夫
々
小
萎
救
護
に
右

の
雨
機
械
を
使
用
せ
る
揚
合
に
於
け
る
、
牧
穫
費
(
一
へ
ク
タ

ー
ル
営
り
の
)
を
比
較
す
.
ね
ば
左
の
如
〈
で
あ
る
。

ア(.) (b) Iド(al (b) 

'"パコ!イパョ
ゼイ y ツイ シ

:.' ~/.J~ :1 ノイ

テダイ i ダイ
ン l ン y
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(機械の種類)

9て

喪

並

穀

園名

脆

右
表
に
よ
っ
て
瞭
な
る
が
如
く
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
使
用
は
、
牧

穫
費
そ
殆
ん
ど
半
減
せ
し
め
る
。
夏
に
カ
ナ
ダ
政
府
の
公
表
に

よ
れ
ば
コ
ン
バ

4
ン
の
使
用
は
牧
穫
費
を
一
プ
ツ
シ
ェ
ル
に
つ

き
一
七
セ
ン
ト
か
ら
九
・
三
セ
ン
ト
に
低
下
せ
し
め
る
。
ま
大
合

衆
国
の
商
業
曾
議
所
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

一
エ
ー
カ
ー
の
牧
穫

第
三
十
二
血
管

一O
ニ
九

第
六
時
嗣

一
二
五



農
業
の
機
械
化

費
を
四
・
四
一
弟
か
ら
二
・
一
八
掃
に
低
下
せ
し
め
る
。
か
く
て

小
萎
の
線
生
産
費
は
コ
ン
バ
イ
ン
の
使
用
に
よ
っ
て
一
五
乃
至

二
O
%
節
約
さ
れ
る
こ
と
冶
な
る
。

農
業
機
械
化
の
頴
著
な
る
一
例
と
し
て
コ
ン
バ
イ
ン
金
泉
け

た
る
が
、
夏
に
各
園
の
農
業
一
般
の
機
械
化
に
就
て
瞥
見
し
ゃ

ぅ
。
勿
論
農
業
機
械
化
の
程
度
は
園
々
に
よ
っ
て
著
し
く
異
つ

τゐ
る
c

先
づ
濁
逸
に
於

τは
農
業
機
械
化
の
行
程
は
過
去
四

一
種
叉
は
数
種
の
農
業
機
械
を
使

十
年
間
に
著
し
く
準
捗
し
、

用
す
る
農
揚
教
は
、

一
八
八
二
年
に
は
三
九
て
七
四
六
で
あ

っ
た
が
、

一
九
O
七
年
に
は
一
、

4aaz--八
五
O
と
な
り
、

九
二
五
年
に
は
二
、
O
二
九
、
七
七

C
に
培
加
し
に
。
薮
に
農
業

機
構
と
呼
ば
る
》
も
の
は
コ
ン
バ
4
ン
の
如
き
大
仕
掛
の
も
の

で
な

形
な
播
種
機
や
草
メリ
機
等
や
も
含
ん
て
ゐ
る

カ、

治
る
機
械
ぞ
一
種
以
上
所
有
す
る
経
替
教
の
割
合
は
、
経
替
規

模
に
感
じ
て
左
の
如
き
相
違
ぞ
示
し
て
ゐ
る
。

邸
ち
一
九
二
五
年
に
於
て
は
全
濁
議
の
五
二
一
五
、
四
O
六

農
揚
中
、
約
四
割
が
機
械
を
使
用
し
、
倫
六
割
(
勿
論
過
小
経

第
三
十
二
巻

一O
三

O

第
六
披

一
二
六場k

各大さの農場
にして機械を
使用ナるもの
L割合

190i尋問函主相

4.8%110.9% 

33.1 I 66.3 

65.3 I 90.3 

86.6 I iJ7.7 

9匂.2I 98.8 

!l4.2 日8.5

9唱3 I 98.8 

パ)8.2I 99.0 

I 28.7 0
8
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20-50 
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100-200 

200以よ

農さ缶

n
ι
J
、J

2
・「¥〆

吾
寸
、
・

3
F
a・司
L

付
金
〈
機
杭
Jq
使
用
し
て
ゐ
な
い
。

]!~ 

n，j 

問

に
於
て
は
農
村
電
化
が
普
及
し
、

一
九
二
五
年
に
は
全
農
揚
の

一
二
・
六
%
が
何
等
か
の
電
力
設
備
ぞ
有
し
て
ゐ
る
。

英
吉
利
に
於
て
は
一
九
二
五
年
迄
に
は
電
動
機
は
農
業
に
徐

り
使
用
さ
れ
4
T
u
寧
ろ
石
油
強
動
機
が
普
過
し
て
ゐ
る
o
共
の
教

は
一
九
O
八
年
に
は
六
、
九
一
一
墓
で
あ
っ
た
が
二
九
一
一
一
-
年

に
は
二
ぺ
二
八
四
蓋
と
な
り
、

一
九
二
五
年
に
は
五
六
.
七
四

四
肇
に
増
加
し
て
ゐ
る
。
ま
に
一
九
一
一
一
一
年
来
一
寓
五
千
華
の

耕
転
機
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
悌
蘭
西
に
於
て
も
農
業
機
械
化

が
漸
次
普
及
し
っ
、
あ
る
は
事
寅
な
る
も
、
之
に
闘
す
る
正
確

な
統
計
資
料
が
な
い
。
農
業
用
動
力
と
し
て
の
電
力
の
普
及
は
、



可
成
。
顕
著
で
あ
る
。
邸
ち
一
九
一
四
年
に
は
電
動
力
の
供
給

を
受
け
て
ゐ
る
農
村
は
、
僅
に
全
農
村
の
一
五
%
で
あ
つ
に
が

一
九
二
六
年
に
は
四
四
%
に
増
加
し
た
。
最
近
に
は
大
規
模
の

電
力
耕
転
機
も
斯
く
出
現
し
、
巴
里
郊
外
に
は
之
を
使
用
す
る

農
業
曾
枇
(
八
三
高
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
揚
脅
終
替
す
る
)
が
出
現

し
、
政
府
も
亦
法
律
二
九
一
九
年
十
月
十
六
日
及
び
一
九
二

に
様
て
農
村
電
化
を
奨
励
し
て
ゐ
る
。

二
年
七
月
十
九
日
)

人
1
日
農
業
機
械
化
が
最
も
進
ん
で
ゐ
る
の
は
、

ア
メ
リ
カ
L

J

u

f

乍
E

〕

3
0

J

A

H

叫
ノ
ム
到
，
A
'
u
寸
l

‘方

υ
ヲ

rn

カ
4
ノ
グ

h
L
於
い
わ
る
且
配
業
棋
械
化
め
鞍
著
む

る
こ
と
は
、
農
業
機
械
の
輪
出
入
金
額
の
増
加
に
よ
っ
て
共
の

一
斑
が
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

穫機械i

輸入数

85 

05 

02 

82 

17 

{農械一具千白及償弗額車び機位J~ 
年安

輸出|輸主
の

1日22 5，345 7，718 

1923 6，067 8，424 

1924 日，34011，766 

1925 11，343 6，495 6，G 

1926 13，628! 13，337 12，8 

1027 同一，附 17，2 

1928 15，643 29，636 14，0 

1929 15，8i1 40，293 13，9 

農
業
・
白
機
械
化

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
農
業
機
械
化
は
最
も
著
し
く
、

ト
-
フ
ク

二
九
年
に
は
八
十
五
高
二
千
蓋
に
上
り
、

タ
ー
の
使
用
教
は
一
九
二

O
年
の
二
十
四
寓
六
千
豪
か
ら
一
九

コ
ン
バ
イ
ン
の
製
活

教
は
一
九
二
九
年
に
は
三
高
七
千
豪
に
上
り
、
カ
シ
サ
ス
州
だ

け
で
も
二
高
五
千
華
の
コ
ン
パ
イ
が
使
用
古
れ
て
ゐ
る
。
か
く

て
農
業
用
動
力

t
し
て
の
動
物
力
は
漸
次
機
械
力
に
よ
っ
て
、

代
ら
ゐ
訟
に
至
っ
た
。
帥
ち
農
揚
に
於
て
副
引
用
芯
れ
得
ベ
‘
菅

原
動
力
と
し
て
の
動
物
力
は
、
掘
削
次
減
退
の
傾
向
暑
示
し

τゐ

iS 

同臨時間続計
(再J警言語審 馬力 (馬j;)

1870 9，900 100% 。，900

1890 18，500 92 1，580 20，080 

1900 19，200 85 3，330 22，530 

1910 21，500 70 9，250 31，500 

1920 22，200 49 23，410 45，610 

1924 19，80り 42 27，620 47，420 

第
三
十
二
巻

一o=二

第
六
就

(但し各動物をO・九五馬カとして換算ナ)一
二
七



治
混
総
司
1
L
I

農
業
の
機
械
化

で
あ
ら
司
王

最
近
に
於
て
は
農
業
機
械
カ
は
夏
に
著
し
く
増
加
し
つ
?
あ
る

以
上
に
亘
て
諸
外
闘
に
於
け
る
農
業
機
械
化
の
赦
況
に
就
て

概
論
し
大
。
本
邦
に
於
て
は
如
何
な
る
欣
況
を
示
し
っ
、
あ
る

か
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
於
り
る
如
き
機
械
化
に
よ
る
生
産

方
法
の
革
命
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
左
の
統
計
は
之
に
針
し
何

等
か
の
回
答
や
奥
ふ
ゐ
で
あ
ら
う
。

次年

大正 91f-'1
(年末)I 

現在 i

l大正12年|
I(三月末y
現在!

大正14年J
(三月現 24，849
在)見込!

昭和2年!
(月10日)38，0i1 
現在

683 1，785 民;!29，820 

2，033 

4，690 

10，430 

。，265

39，091 

25，1531 

3 ，26~ 

縦型ポ >'7・ 6 ，23~

1191 

言十 120，701 

崎粉機

障豆粕議 5，841 

『届巻ポンプ11，18(]

|精米審機

降

第
三
十
二
巻

一o=一二

i¥ 

第
大
時
抗

大
正
九
年
以
降
農
業
上
に
利
用
さ
る
、
内
燃
機
及
び
電
動
機

は
漸
失
普
及
し
つ
旨
あ
る
も
、
昭
和
二
年
九
月
十
日
現
在
教
は
、

五
寓
一
千
塞
(
蒸
汽
機
闘
二
五
二
肇
ぞ
加
ふ
)
、
鳩
馬
力
教
は
十

六
宮
内
四
千
に
過
ぎ
歩
、
水
力
機
、
寄
力
機
や
加
ふ
る
も
十
二
宮
門

二
千
華
に
し
て
、
綿
農
家
戸
数
五
百
五
十
六
寓
一
千
戸
に
比
す

れ
ば
、
卒
均
四
十
五
戸
毎
に
一
肇
の
動
力
機
を
使
用
す
る
割
合

』
な
る
。
農
業
動
力
作
業
機
の
普
及
欣
態
を
見
る
に
、
耕
転
機

比
住
い
し
百
十
九
一
鍛
じ
し
て
、
仙
川
仏
定
置
作
業
約
じ
し

τ.
従
来

の
奮
式
の
農
具
に
代
て
、
農
繁
期
に
於
け
る
農
家
の
自
家
持
カ

の
不
足
を
補
ふ
程
度
を
出
で
な
い
。
こ
れ
我
固
に
於
て
は
太
平

原
に
乏
し
く
、
耕
地
も
狭
少
に
し
て
、
所
有
閥
係
が
相
交
錯
せ

る
に
加
へ
て
、
水
田
稲
作
は
技
術
的
に
機
械
の
利
用
巻
妨
ぐ
る

こ
と
多
く
、
弁
賃
の
低
安
な
る
事
情
も
加
は
っ
て
、
機
械
化
の

進
行
を
妨
ぐ
る
た
め
で
あ
ら
う
。

四

以
上
に
亘
て
農
業
機
械
化
の
程
度
に
就
て
世
界
的
に
之
を
概

観
し
た
。
今
日
農
業
機
械
化
に
依
て
生
産
方
法
に
編
著
な
る
費

革
を
及
惜
し
つ
》
あ
る
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ァ
ル
ゼ
シ

農林省農務局、優頁農用器具機械に閥ナる調査(昭和4年4月)33-41頁

i浸透庸一郎氏、我が園農村祉舎鰹器撃の動向(農村社曾研究Z披昭和6年5月)参照



チ
ン
に
於
て
で
あ
る
。
而
し
て
か
、
る
農
業
の
機
械
化
は
経
管

規
模
の
償
大
に
著
し
き
影
響
ぞ
及
-
は
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
ア
メ
リ

カ
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
四

O
O
エ
ー
カ
ー
の
小
委
裁
培
地

を
牧
穫
す
る
に
、
在
来
の
バ

4
ン
グ

l
ぞ
使
用
す
れ
ば
一
エ

l

カ
l
営
り
の
費
用
は
四
・
三
七
掃
で
あ
る
が
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ

れ
ば
二
・
三
五
弗
に
低
下
さ
れ
得
る
。
然
る
に
二

O
O
エ
十
カ

l

の
農
地
に
於
け
る
牧
穫
費
用
は
、
バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
一
エ

ー
ヵ
!
営
り
問
・
三
七
鵡
で
あ
り
、

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
れ
ば
一
一
一
・

山一

ο婦
と
な
ゐ
、
然
ゐ
仁
一

O
O
工

!
?
J
の
燥
地
に
於
て
は

雨
機
に
よ
る
牧
穫
費
用
は
夫
々
一
一
一
・
五
七
弟
と
四
・
九
一
弗
と
で

あ
る
。
夏
に
他
の
調
査
に
よ
れ
ば
十
六
乃
至
二
十
呪
の
コ
ン
バ

イ
ン
が
最
も
有
掛
川
に
使
用
古
る
〉
に
は
、
四
八

O
乃
至
一

O
四

O
エ
l
b
l
の
小
委
栽
培
地
そ
必
要
と
す
る
叫
従
て
コ
ン
パ
イ

ン
の
利
用
に
よ
っ
て
生
産
費
の
節
減
や
周
ら
ん
と
す
れ
ば
、
勢

ひ
農
相
習
の
摘
大
巻
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
疋
来
新
な
る
機
械

が
農
業
に
探
用
ぎ
る
三
揚
合
に
は
、
最
初
は
農
業
経
営
の
規
模

に
趨
臆
し
た
形
態
で
行
は
れ
る
が
、
農
業
機
械
の
生
産
力
が
漸

次
僚
と
な
る
に
従
ひ
、
農
場
面
積
の
援
張
が
容
易
な
る
地
方
に

農
業
白
機
械
化

於
て
は
既
容
の
農
揚
面
積
に
適
癒
し
た
機
械
や
購
入
す
る
よ
り

も
最
も
有
妓
な
る
機
械
を
購
入
し
て
、
之
に
誼
臆
す
る
や
う
に

農
揚
面
積
を
撰
張
す
る
方
が
造
に
経
済
的
と
な
り
、
機
械
が
農

揚
の
規
模
を
決
定
す
る
と
い
ふ
現
象
を
喚
起
す
る
。
か
く
て
機

械
化
に
よ
る
農
業
生
産
力
の
褒
展
は
、
機
械
を
利
用
し
得
ざ
る

るィ、
、経
方管
法を
と臨
し逐
てす
共る
向。
経而
替し
のて
形ま
般に
を小
採経
る替
lこは
歪此
る町の
。淡

か落
〈右?

て禿

ア
メ
リ
カ
中
部
の
穀
作
地
方
に
於
て
は
、

大
経
管
は
機
械
化
に

よ
れ
，
黒
砂
m
な
る
生
産
力
的
品
目
日
加
令
官
即

K
L
、

一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の

小
姿
生
産
費
は
三
十
セ
ン
ト
に
迄
引
下
ぐ
る
そ
得
る
に
至
り
、

命
今
日
の
小
萎
一
債
格
の
暴
落
を
以
て
し
で
も
、
収
支
相
償
ふ
を

得
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
治
る
機
械
舎
利
用
し
得
ざ
る
商
敵
の

農
業
は
恐
慌
の
渦
中
に
於
て
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

最
後
に
農
業
機
械
化
は
農
業
持
働
に
如
何
な
る
作
用
を
及
俗

し
っ
、
あ
る
か
。
農
業
機
械
が
労
働
者
に
興
ふ
る
永
久
的
利
径

は
疲
弊
の
減
退
と
持
働
日
の
短
縮
と
で
あ
る
。
併
乍
ら
今
日
の

経
済
組
織
の
下
に
於

τは
、
農
業
帥
労
働
者
は
、
人
間
持
働
が
機

械
カ
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
る
h

結
果
、
失
業
に
困
し
ま
ざ
る
脅
得

第
三
十
二
巻

一
O
一一一一一一

第
六
披

一
二
九

the W. E. Grimes， SociaI and econo皿 icaspecu. of large-scale farming in 
wheat-belt (Journal o:f faTm economics， "¥'01. XIlII. No_ 1. 1931. p. 22) 
ibid_ pp. 24-26. 2) 



槽
島
地
に
費
ナ
る
極
端
情
活
動
由
一
特
質

な
い
。
本
来
農
業
機
崎
は
人
間
岬
労
働
の
不
足
や
援
秘
す
る
た
め

に
褒
明
さ
れ
た
。
然
る
に
今
や
機
械
は
此
の
不
足
を
充
分
緩
和

し
得
た
る
の
み
な
ら
歩
、
向
ほ
人
問
弁
働
を
ぱ
農
業
よ
り
漸
次

駆
逐
し
つ
冶
あ
る
。
併
乍
ら
農
業
に
於
け
る
産
業
革
命
は
今
日

街
ぽ
護
行
の
初
段
階
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
之
が
将
来
に
於
て

如
何
な
る
程
度
に
迄
稜
展
す
る
ち
の
で
あ
ら
う
か

3

ま
だ
之
に

よ
っ
て
盛
業
経
醤
方
式
と
経
替
の
内
部
構
造
と
に
如
何
な
る
鍵

牝
冶
到
す
で
め
ら
う
か

2

官
民
じ
農
業
機
械
化
壱
充
分
じ
行
ひ
得

ざ
る
奮
開
闘
は
如
何
な
る
方
策
に
よ
っ
て
、
機
械
化
さ
れ
た
る

国
々
の
競
争
に
封
抗
す
る
で
あ
ら
う
か
。
此
等
の
荷
動
に
闘
す

る
移
推
は
、
興
味
あ
る
問
題
と
し
て
今
後
深
く
研
究
す
る
に
値

す
る
で
あ
ら
・
フ
。


